
令和５年度 行政管理栄養士政策能力向上シンポジウム 開催要領 

目  的 

 

これまでの健康・栄養政策においては、「健康日本21」や食育の推進等の全てのライフステージを

対象とした対策と並行して、傷病者や被災者等を対象とした対策を通じ、「誰一人取り残さない」栄

養政策を推進してきた。栄養改善の取組は、持続可能な開発目標（SDGs）の全ての目標達成に寄与す

るものであるとともに、近年では、健康面に加え環境面にも配慮した持続可能な食環境づくりや経済

格差に伴う栄養格差の縮小等の新たな取組の必要性も生じており、その対応には、横断的な体制が求

められている。こうした新たな課題に対応するために、令和4年度までの地域保健総合推進事業にお

いて「行政管理栄養士に求められる5つのスキル」を抽出整理し、「将来を見据えた、地域における栄

養政策の実践ガイド(以下、「実践ガイド」という。)」を作成している。 

今回のシンポジウムでは、地域保健総合推進事業「誰一人取り残さない栄養政策の推進に向けた行

政管理栄養士の人材育成体制構築基盤研究」において実施した人材育成等に係る実態調査及び実践ガ

イドの活用事例を報告する。将来を見据えた、地域における栄養政策の推進に向けて、これからの行

政管理栄養士の役割や役割を果たすための配置について、当事者である行政管理栄養士自らが考える

ことにより、行政管理栄養士一人ひとりの能力向上に資することを目的とする。 

主  催 一般財団法人 日本公衆衛生協会 

開催日時 令和６年２月１６日（金）午前１０時３０分から午後４時まで 

会  場 ＡＰ新橋Ｄルーム（４階）先着８０名 （先着２００回線までオンライン(Zoom)による参加も可能） 

対 象 者 
都道府県・指定都市・中核市・政令市・特別区が設置する保健所及び本庁、市町村に勤務する管理栄 

養士、栄養士等の関係職員 

参 加 費 無 料 

参加申込 

参加申込URL：https://jp.surveymonkey.com/r/Z5GK5CK  

日本公衆衛生協会ホームページ（http://www.jpha.or.jp/）にもURLは掲載しています。 

【申込受付】令和６年１月４日（水）１３時 ～１月２６日（金）１３時 先着順 

※締切前でも定員になり次第、締め切らせていただきますので予めご了承ください。 

内  容 

１ 10:30 開  会  

主催者挨拶 ： 日本公衆衛生協会 理事長     松谷 有希雄 氏 

  来賓挨拶 ： 厚生労働省 健康・生活衛生局長  大坪 寛子 氏 

２ 10:40～11:20 

講  演 「新たな栄養政策の創造に向けた組織体制の強化について」         

講 師：厚生労働省健康・生活衛生局健康課栄養指導室 室長 清野 富久江 氏 

３ 11:20～12:00 

  報告① 「令和５年度地域保健総合推進事業について」 

         報告者：山梨県富士・東部保健所 渡邊 瑞穂（分担事業者） 

  報告② 「行政栄養士の配置並びに人材育成体制基盤整備にかかる実態調査」 

         報告者：千葉県市川保健所 高橋 希（協力事業者）             

（休憩60分）  

４ 13:00～15:50  

シンポジウム 「将来を見据えた、地域における栄養政策の推進に向けて 

              ～行政管理栄養士の役割と配置について考える～」 

座 長 ： 愛知県瀬戸保健所 所長 澁谷 いづみ 先生 

助言者 ： 厚生労働省健康・生活衛生局健康課栄養指導室 室長補佐 齋藤 陽子 氏 

   シンポジスト： 

事例発表：協力事業者による実践ガイドの活用事例実践報告（都道府県、中核市、市町村の立場から） 

 

グループワーク「将来を見据えた、地域における栄養政策の推進に向けて 

              ～これからの行政管理栄養士の役割と配置について考える～」 

５ 15:50 事務連絡 

６ 16:00 閉  会 

 


